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	夏休み号
	令和8年7月17日発行
	西東京市立田無小学校
	保健室

	　もうすぐ夏休みがはじまりますね。ほけんだより夏休み号では、夏休みを元気に過ごす為のポイントをお伝えします。
	日差しから目を守るために

	　日差しが強い日に外で遊んでたり、プールや海に行ったりした日は、肌がヒリヒリしたり、赤くなったりした経験がある人も多いでしょう。それは、太陽に含まれる紫外線によって肌が傷つき、「日焼け」したからです。 　
	　日焼けは、「やけど」と同じです。外で出る前に日焼け止めをぬりましょう。また、家に帰ったら、冷やしたタオルを当てて熱やほてりをとったり、お風呂あがりに保湿剤などをぬったりすることが大切です。もし、肌にぶつぶつ（水疱）ができたら、皮膚科を受診しましょう。

	夏休みでも早寝早起き朝ごはんを心がけて生活しましょう！
	チャンス＆ 　チャレンジの 　　　夏休み
	　ワクワク・ドキドキして心が動くと、脳にも素晴らしい影響があると言われています。「もっと知りたい」という好奇心や探究心が刺激されることが、ものごとを深く大きく考える力を育てることにつながるのです。 　夏休みは、好奇心や探究心を深堀りするチャンスです。色々挑戦してみましょう！治療勧告をもらった人もこの機会に！


	９月１日に元気に登校しましょう！

